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はじめに  

本テキストは、Revit 等を使用して作成された 3D モデルを ArcGIS Pro のマップ上に正しく配置するた

めに必要となる PRJ ファイルの作成方法や、マップ上でのモデルの配置方法について取りまとめたものです。 

以下の表は、ArcGIS Pro に読み込める 3D モデルの代表的な拡張子とそれらの作成に利用するソフトウェ

アをまとめたものです。拡張子ごとに ArcGIS Pro への読み込み処理が異なるため、それぞれの配置方法を説

明します。 

拡張子 代表的なソフトウェア 

.rvt Revit 

.dwg または .dxf※ Civil 3D、AutoCAD など 

.ifc Revit など 

.obj Revit 、3ds Max など 

.3ds Revit 、3ds Max など 

※.dwg や .dxf は 2D だけでなく 3D で作成されたモデルも読み込みができます。 
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第 1 章  ArcGIS Pro での準備 

ArcGIS Pro で、3D モデルを取り扱うための準備をします。まずはプロジェクトの作成と座標系の設定を

します。 

 

操作手順 

ステップ 1 : プロジェクトの作成 

 Windows のスタート メニューのアプリ一覧から [ArcGIS] → [ArcGIS Pro] をクリックし、 

ArcGIS Pro を開きます。 

Windows 11 をご使用の場合、Windows のスタート メニューから [すべてのアプリ] → [ArcGIS] → 

[ArcGIS Pro] をクリックし ArcGIS Pro を開きます。 

 [ArcGIS サイン イン] ウィンドウで [ユーザー名] と [パスワード] を入力し ❶、[サイン イン] 

をクリックします ❷。 

 ArcGIS にサイン インすると、ArcGIS Pro のホーム画面が表示されます。  

❶ 

❷ 
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 [新しいプロジェクト] → [ローカル シーン] をクリックし ❸、[新しいプロジェクトの作成] で 

[名前]、[場所] に任意の値を入力し ❹、[OK] をクリックします ❺。 

 

 [新しいプロジェクト] を作成すると、プロジェクトフォルダ ❻ が作成され、その中に (*.aprx) 

という拡張子のプロジェクトファイル ❼ が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、この後に扱うデータが局所的な範囲 (都道府県程度) の 3D データなので、 [ローカル シーン] を

選択します。2D データを扱う場合は [マップ] を選択します。使用するデータに応じて検討ください。プロ

ジェクトを作成せず、ArcGIS Pro を起動したい場合は、[テンプレートを使用せずに開始] を選択します。 

  

❹ 

❺ 

❸ 

❻ 

❼ 
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 シーンが表示されます。 

 

 既存のプロジェクトにローカル シーンを追加するには、[挿入] タブ → [新しいマップ] → [新しいローカル 

シーン] をクリックします。 
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ステップ 2 : 座標系の設定 

 座標系に関する詳細については、GIS 基礎解説の座標系をご参照ください。 

https://www.esrij.com/gis-guide/coordinate-and-spatial/coordinate-system/ 

 

 [コンテンツ] ウィンドウで [シーン] を右クリック ❶ → [プロパティ] をクリックし、[マップ プ

ロパティ] ダイアログを開きます ❷。 

 

 シーンの名前は、シーンの名前をダブル クリックすることで任意の名前に変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 コンテンツ ウィンドウを閉じてしまった場合は、[表示] タブ → [コンテンツ] をクリックし、[コンテンツ] 

ウィンドウを開きます。 

 

 

 

 

❶ 

❷ 

https://www.esrij.com/gis-guide/coordinate-and-spatial/coordinate-system/
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 [一般] タブ → [高度単位] において、取り扱う 3D モデルのデータの描画単位と一致するように設

定します ❸。 

 

 [座標系] タブ → [使用可能な XY 座標系] において、この後使用するデータの座標系を選択します ➍。

ここでは例として、検索ボックスから「平面直角座標系」を検索し ➎、[使用可能な XY 座標系] 内の 

[投影座標系] → [各国の座標系] → [日本] より [平面直角座標系 第 8 系 (JGD2011)] を選択していま

す ➏。 

  

❸ 

❺ 

❻ 

❹ 
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 [現在の XY] の [詳細] をクリックします ➐。 

 

 [座標系の詳細] の [距離単位] で取り扱う 3D モデルの距離単位と合致していることを確認してウィ

ンドウを閉じます ➑。 

 

 

 距離単位が異なる場合には、[マップ プロパティ] の [一般] にて使用するデータ (2D、3D モデル) と同じ 

[距離単位] を選びなおす必要があります。 

ArcGIS 上では [ジオリファレンス] の機能を用いても数値ベースでの拡大縮小はできません。 

 

 [マップ プロパティ] ダイアログにおいて、[OK] をクリックして閉じます。シーンが設定した座標系

になります。 

  

➐ 

❽ 
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第 2 章  .rvt、 .ifc、 .dwg、 .dxf 編 

 ArcGIS Pro では、BIM データとして.rvt、 .ifc、 .dwg、 .dxf の拡張子を持つ 3D モデルは同じ手順でデ

ータを読み込むことができます。本章では、Revit ファイル (* .rvt) を例に読み込み方法をご紹介します。 

地理的位置情報を持つ .rvt、 .ifc、 .dwg、 .dxf の場合 : PRJ ファイルの作成 

任意の座標系より定義された座標値等の地理的位置情報を持ち、拡張子が .rvt、 .ifc、 .dwg、 .dxf 

のファイルでは、投影情報が格納されている PRJ ファイル (* .prj) を ArcGIS Pro で作成すること

で、マップ上の正しい位置に配置することができます。 

ここでは例として、Revit ファイル (*.rvt) で既に定義されている平面直角座標系第 8 系を ArcGIS 

Pro 上で定義し、PRJ ファイルを作成します。 

 

 

 Revit 上で地理的位置情報を付与するには、Revit の CAD リンク 機能を用いて .dwg ファイル等と共有座

標を介して座標系と座標値を設定する方法を推奨します。 

Autodesk 社のヘルプページに共有座標についての情報があります。 

ヘルプ | DWG ファイルをリンクして座標を取得する | Autodesk 

  

使用する Revit ファイル : 位置情報有 Revit.rvt (Revit 上のイメージ) 

https://help.autodesk.com/view/RVT/2026/JPN/?guid=GUID-77BBFD78-8389-4FD4-8C95-929D92AAC590
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 サポートされている BIM ファイルのバージョンについては下記をご参照ください。 

https://pro.arcgis.com/ja/pro-app/latest/help/data/revit/supported-bim-geometry.htm 

サポートされていないバージョンを使用すると、[サポートされていない BIM ファイルです] というエラー  

メッセージが表示されます。使用するときは、対応のバージョンにご注意ください。 

 

 

 

 

 

操作手順 

3D モデルを ArcGIS Pro で表示するために以下の手順で定義ファイルを作成します。 

 [解析] タブ → [ツール] をクリックし、[ジオプロセシング] ウィンドウを開きます ➊。 

 [ジオプロセシング] ウィンドウの [ツールの検索] より「投影法」と検索し ❷、[投影法の定義] を

選択します ❸。 

 

 [投影法の定義] ジオプロセシング ツールにおいて、[入力データセット、またはフィーチャ 

クラス] の参照ボタン   をクリックします ➍。 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 

➍ 

https://pro.arcgis.com/ja/pro-app/latest/help/data/revit/supported-bim-geometry.htm
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 BIM ファイル ワークスペース (Revit ファイル (* .rvt)) をダブルクリックします ➎。 

 

 ArcGIS Pro では拡張子に応じたデータ タイプとして認識されます。 

例えば、.rvt や .ifc は「BIM ファイル ワークスペース」と認識され、 .dwg や .dxf は「CAD フィーチャ 

データセット」と認識されます。 

 

 BIM ファイル データセット (任意の専門分野のデータ セット) を選択し ➏、[OK] をクリックしま

す ➐。どれか一つでも座標系の定義をすれば .rvt 内の全てのデータに反映されます。 

 

 

 .rvt、 .ifc のファイルにおいて、 [入力データセット、またはフィーチャクラス] には BIM ファイル データ

セットを指定する必要があります。BIM ファイル データセットは、BIM ファイル ワークスペース（拡張子 

*.rvt のファイルなど)をダブルクリックし、任意の専門分野の BIM ファイル データセットを選択すること

で指定できます。 

 

➎ 

➏ 

➐ 
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 [座標系] は Revit ファイルで指定されている座標系を選択し、[実行] をクリックします ➑。 

 

 「第1章 ArcGIS Proでの準備」でデータと同じ座標系を設定している場合は、[座標系] のドロップダウンに

おいて、[現在のマップ] を選択することで設定が可能です。 

 

 座標系の定義をしたデータを読み込みます。[マップ] タブ → [データの追加] をクリックし ❾、

投影法の定義を行った Revit ファイルを選択して、[OK] をクリックします ➓。 

 

  

❾ 

➓ 

➑ 
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 シンボル設定された状態で、Revit ファイルが正しい位置に表示されます。 

 レイヤーが非表示であるため、任意の専門分野のチェック ボックスをオンにし、レイヤーを表示します ⓫。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユニバーサル投影ファイル 

ユニバーサル投影ファイルとは、同じフォルダー内にある複数の CAD ファイルまたは BIM ファイルが 

同じ座標系で設定されて作成されている場合、ArcGIS Pro で正しい位置に配置するように座標系を一括で定 

義することのできる投影情報ファイルのことを指します。 

ユニバーサル投影ファイルは、CAD ファイル等を配置するための投影情報ファイルを作成し、名称を 

「esri_CAD.prj」に変更することで作成できます。このファイルを CAD ファイル等と同じフォルダーに配置 

することで、その定義がすべてのファイルに反映されます。 

 

 

 

 

 

  

⓫ 
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 IFC4.3について (空間的位置情報を備えたデータ規格)  

  IFC (Industry Foundation Classes) は、建物を構成するオブジェクトの共通な特性を定義したデータ規格で

す。最新バージョンの「IFC 4.3」が 2024 年 4 月 2 日に ISO : 16739 国際基準として正式に認証されまし

た。特徴としては、地理空間座標系への IFC モデル位置合わせのサポートにより、ArcGIS Pro とのデータ連

携がより容易になり、ArcGIS Pro 上に正しく配置することが可能になりました。そのため、投影情報ファイ

ル (prj ファイル) がなくても、正しい空間的位置に配置することが可能です。 

ただし、IFC データ内部で地理空間座標系の設定しておく必要があるため、未設定のままデータを取り込ん 

だ場合は別途、ArcGIS Pro 側で地理空間座標系を定義する必要があります。 
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地理的位置情報を持たない .rvt、 .ifc、 .dwg、 .dxf の場合 : ジオリファレンス 

地理的位置情報を持たず、拡張子が .rvt、 .ifc、 .dwg、 .dxf のファイルはジオリファレンスで位置

情報を付与する必要があります。ArcGIS Pro では、ジオリファレンスの操作によって投影情報を格納

した PRJ ファイル (* .prj) と座標変換を指定するコントロール ポイントを含むテキスト ファイル

である ワールドファイル (*.wld3) を作成することができます。 

ここでは例として、地理的位置情報を持たない Revit ファイル (* .rvt） に対して、ジオリファレン

スを使用し手動で任意の位置に配置し、投影情報ファイルとワールドファイルを作成します。 

 

 

 ジオリファレンス 

スキャンした地形図、航空写真などの画像ファイルや CAD データを利用する場合、地理的位置情報が正し 

くデータに付加されていないと他のデータと重ね合わせることができません。このようなデータの位置を補 

正し、他のデータと重なるようにすることをジオリファレンスといいます。ジオリファレンスを行うには、そ 

の画像や CAD が本来あるべき位置を示す、地理的位置情報を持ったデータが必要です。ジオリファレンス 

では、1 つのデータで共通する地点を見つけ、その地点にそれぞれ 

コントロール ポイントを作成します。1 点目は修正するデータ側に、 

2 点目は地理的位置情報を持つデータ側にコントロール ポイントを 

作成します。ジオリファレンスを行うには、その画像や CAD が本 

来あるべき位置を示す、地理的位置情報を持ったデータが必要です。 

ジオリファレンスでは、2 つのデータで共通する地点を見つけ、その 

地点にそれぞれコントロール ポイントを作成します。 

 

 前項の「地理的位置情報を持つ .rvt、 .ifc、 .dwg、 .dxf の場合」の手順にて正しい位置に表示されない場合

は、ジオリファレンスを行う必要があります。 

使用する Revit ファイル : 小樽橋（位置情報なし）.rvt (Revit 上のイメージ) 

画像上の参照点 (1 点目) 

ベクター データ上の 
参照点 (2 点目) 
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操作手順 

 [マップ] タブ → [データの追加] より、地理的位置情報を持たない (シーン上の正しい位置に表示さ

れない) Revit ファイルを選択し ❶、[OK] をクリックしてシーンに追加します ❷。 

 

右上に [不明な座標系] というメッセージが表示されます。これは、使用する Revit ファイルの座標

系が定義されていないため、表示されます。 

 

 [コンテンツ] ウィンドウにおいて、任意のレイヤーを右クリックし ❸、[レイヤーにズーム] をクリ

ックします (ここでは、橋梁を基準に位置合わせを行うため、「Structural」グループレイヤーを展開

し、「StructuralFraming」レイヤーを選択し、ズームしています) ➍。 

❶ 

❷ 

➍ 

❸ 
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 地理的位置情報が定義されていないため、データはマップの座標系の原点に表示されます。 

ここでは「第 1 章 ArcGIS Pro での準備」で設定した平面直角座標系 第 8 系の原点 (長野県南牧村周

辺) に表示されてしまっています。 

なお、シーンの座標系をデフォルトの Web メルカトルのまま作業している場合は、アフリカ大陸の

横の海上に表示されてしまいます。 

 

 高さも定義されていないことで、地表に埋もれている場合があります。 

その場合は、[コンテンツ] ウィンドウ において、[標高サーフェス] の地表レイヤーのチェックボックスを

オフにすることで、モデルをシーン上に表出することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この後のジオリファレンスでデータに付与される位置情報はシーンで設定されている座標系となります。特定

の座標系を設定したい場合は、「第 1 章 ArcGIS Pro での準備」の章の「ステップ 2 : 座標系の設定」に従

って任意の座標系を選択しなおしてください。 
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 マップを操作し、位置合わせを行いたい箇所を表示します。 

 ブックマークの設定 

事前に位置合わせを行いたい場所をブックマークに登録しておくと、スムーズに操作ができます。 

•[マップ]タブ → [場所検索] をクリックし、[場所検索] ウィンドウを開きます。 

•[場所検索] ウィンドウの [検索] より任意の地点を検索すると、指定した地点に画面移動することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次にブックマークの登録方法について解説します。 

•[マップ] → [ブックマーク] をクリックし、[新しいブックマーク] より [ブックマークの作成] ウィンドウを開

きます。 

•[ブックマークの作成] ウィンドウの [名前]、[説明] に任意の内容を記載し、[OK] をクリックすることでブッ

クマークの作成ができます。 
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 [コンテンツ] ウィンドウの任意のレイヤーを選択し、[BIM データ] タブ → [ジオリファレンス] を

クリックします ➎。 

 

 [ジオリファレンス] タブ → [表示範囲に移動] をクリックします。表示されているマップ上にレイ

ヤー ([ジオリファレンス] をクリックした際に選択されていたレイヤー) が移動します。地表の下

に埋もれている場合は、[地表に一致] をクリックします ➏。 

 

 [ジオリファレンス] タブ内の [移動]、[サイズ変更]、[回転] を利用して、小樽橋レイヤーをマップ上

に配置します ➐。 

 文字入力モードを半角英数に設定し、「V キー」を押しながらマウスの左クリックとドラッグ操作を行うと画

面の向きを変えることができます。  

➎ 

➐ 

❻ 
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 [移動]、[サイズ変更]、[回転] の操作は以下の図を参考に行います。 

[移動] 

[矢印] : マウスをクリックし、ドラッグすることで矢印の向いている方向 (XYZ) のプラス マ

イナス方向に移動できます。 

[黄色の丸] : マウスをクリックし、ドラッグすることで自由に移動できます。 

 

[サイズ変更] 

[四角] : マウスをクリックし、ドラッグすることで自由にサイズを変更できます。 

 

[回転] 

[緑色の円] : いずれかの箇所でマウスをクリックし、ドラッグすることで自由に回転できます。 

 

 マップ上で適切な位置にレイヤーを配置出来たら、[ジオリファレンス] タブ → [保存] をクリックします ➑。 

 

 初回の保存操作で、うまくデータが設定した箇所に移動しないケースがあります。その場合は、同様の操作を

行い再度 [保存] 操作を行ってください。 

  

➑ 
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 [マップ] タブ → [データの追加] をクリックし、[データの追加] ダイアログで、位置合わせを行っ

た専門分野 BIM データ セットを含む Revit ファイルを選択し ➒、[OK] をクリックしてシーンに

追加します ➓。 

 

 [ジオリファレンス] タブ → [ジオリファレンスを終了] をクリックすると ⓫、位置合わせに使用し

た専門分野 BIM データセット以外のレイヤーも同じ位置に表示されていることが確認できます。位

置情報を持たない Revit ファイルのジオリファレンスは、基準とするレイヤーに対して位置合わせを

行うと Revit ファイル全体に適用されます。 

 

 [コンテンツ] ウィンドウに残るジオリファレンスに使用したデータは、必要に応じて [コンテンツ] 

ウィンドウで対象データを右クリックし、[削除] でシーンから削除します。 

 

 PRJ ファイルやワールドファイルが作成された Revit ファイルは、別のプロジェクト内にデータを追加した

としても、正しい位置に自動で配置されます。 

なお、Revit ファイルを移動する際は、作成した PRJ ファイルやワールドファイルも合わせて移動し、Revit 

ファイルと同じフォルダー内に格納するようご注意ください。  

⓫ 

➒ 

❿ 
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参考: BIM 360 / Autodesk Construction Cloud より 3D モデルを追加する方法 

ArcGIS Pro では、Autodesk 社のクラウド製品である BIM 360 および Autodesk Construction 

Cloud (ACC) に直接接続することができます。BIM 360 / Autodesk Construction Cloud に接続するこ

とで ArcGIS Pro 上でクラウド ストレージ上にあるファイルを参照することができ、プロジェクトに直

接追加して利用することができます。ここでは BIM 360 / Autodesk Construction Cloud との接続を

例にご紹介いたします。 

 

 ArcGIS Pro から BIM 360 / Autodesk Construction Cloud に接続するためには、BIM クラウド リポジトリの構

成を行う必要があります。詳細は「BIMクラウド リポジトリの構成」をご参照ください。 

https://pro.arcgis.com/ja/pro-app/latest/help/data/revit/configure-a-bim-cloud-repository.htm 

操作手順 

 ［挿入］ タブ → [接続] より ❶、[新しい BIM クラウド コネクション] をクリックします ❷。 

 

 

 [BIM コネクションの追加] ウィンドウの [接続名] に任意の名前を記載し、[接続タイプ] に「BIM 

360 / Autodesk Construction Cloud」を選択して [OK] をクリックします ❸。 

 

 

  

❶ 

❷ 

❸ 

https://pro.arcgis.com/ja/pro-app/latest/help/data/revit/configure-a-bim-cloud-repository.htm
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 [BIM 360 / Autodesk Construction Cloud ログイン] ウィンドウが開きますので、自身の Autodesk 

アカウントの [電子メール] と [パスワード] を入力し ➍、[サイン イン] をクリックします ➎。 

 

 [サイン イン] クリック直後にメールで届く 6 桁のコードをボックスに入力し ❻、[アプリケーショ

ンをオーソライズ] の画面に切り替わったら [許可] をクリックします ❼。 

 

  

➎ 

➍ 

❹ 

❼ 

➏ 
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 [カタログ] ウィンドウ内の [プロジェクト] タブ内に [BIM クラウド コネクション] と任意のフォ

ルダーが追加されていることが確認できます ➐。 

 

 

 カタログ ウィンドウを閉じてしまった場合は、[表示] タブ → [カタログ ウィンドウ] をクリックし、[カタ

ログ] ウィンドウを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 地理的位置情報を持つファイルを配置する場合は、対象の Revit ファイルを右クリックし、[プロジ

ェクト フォルダーにダウンロード] をクリックします ➑。 

  

❼ 

❽ 
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 プ ロ ジ ェ ク ト  フ ォ ル ダ ー 内 に ダ ウ ン ロ ー ド で き た ら  ➒ 、 先 述 の 「 地 理 的 位 置 情 報 を 持

つ .rvt、 .ifc、 .dwg、 .dxf の場合:PRJ ファイルの作成」と同様の方法で配置を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地理的位置情報を持たないファイルを配置する場合は、対象の Revit ファイルを右クリックし、[ダ

ウンロードして現在のマップに追加] をクリックします ➓。 

ダウンロードが完了したら、先述の「地理的位置情報を持たない .rvt、 .ifc、 .dwg、 .dxf の場合:ジ

オリファレンス」と同様の方法で配置を行います。 

  

❾ 

➓ 
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第 3 章  OBJ、3DS 編 

 ArcGIS Pro では、[3D ファイルのインポート] ツールを使用することにより、OBJ や 3DS などの 3D デ

ータをマルチパッチ フィーチャクラスに変換し、編集操作でデータを正しい位置に配置できます。 

操作手順 

 [解析] タブ → [ツール] をクリックし、[ジオプロセシング] ウィンドウを表示します ❶。 

 [ジオプロセシング] ウィンドウで [ツールボックス] → [3D Analyst ツール] → [3D フィーチャ]  

→ [変換] → [3D ファイルのインポート] ジオプロセシング ツールをクリックします ❷。 

 

 3D Analyst は ArcGIS Pro のエクステンションですが、3D Analyst ツール ボックスにある「3D ファイル

のインポート」は、エクステンション ライセンスなしで使用できます。 

 [3D ファイルのインポート] ジオプロセシング ツールにおいて、[入力ファイル] をクリックし

ます ❸。  

 

 [入力ファイル] ダイアログで GIS データに変換したい OBJ ファイルまたは 3DS ファイルを選択

し ➍、[OK] をクリックします ➎。 

❶ 

❷ 

❸ 

➍ 

➎ 
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 [出力マルチパッチ フィーチャクラス] と [座標] に任意の値を設定し、[実行] をクリックします ➏。 

 

 出力先を設定しない場合は現在のプロジェクトのデフォルト ジオデーターベースになります。 

[Y 軸を上へ] オプションはデータの内容に応じてチェックを入れます。 

 

 ツールが完了するとシーン上に OBJ ファイル、3DS ファイルの内容がマルチパッチ フィーチ

ャクラスに変換されて表示されます。 

 

 

 マルチパッチ フィーチャクラスは [編集] ツールを利用して、[移動]、[回転]、[サイズ変更] と

いった操作が可能です ➐。 

[編集] タブ → [ツール] 内にある各ツールをクリックした後、シーン上でクリック、もしくはド

ラッグして対象のデータを指定すると、各ツールを利用できます。 

 

  

➏ 

➐ 
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 [移動]、[サイズ変更]、[回転] の操作は以下の図を参考に行います。 

[移動] 

[矢印] : マウスをクリックし、ドラッグすることで矢印の向いている方向 (XYZ) のプラスマイ

ナス方向に移動できます。 

[黄色の丸] : マウスをクリックし、ドラッグすることで自由に移動できます。 

 

[サイズ変更] 

[四角] : マウスをクリックし、ドラッグすることで自由にサイズを変更できます。 

 

[回転] 

[緑色の円] : いずれかの箇所でマウスをクリックし、ドラッグすることで自由に回転できます。 

 

 ArcGIS Pro 対応データに関する詳細については、対応データ一覧をご参照ください。 

https://www.esrij.com/products/arcgis-pro/spec/ 

 

  

https://www.esrij.com/products/arcgis-pro/spec/
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第 4 章  ArcGIS Online への共有 

 ArcGIS Pro では、Revit ファイル、3D データ等を ArcGIS Online に共有することができます。 

操作手順 

 [共有] タブ → [Web シーン] をクリックし、[Web シーンの共有] ウィンドウを表示します ❶。 

 

 [Web シーンの共有] ウィンドウで [名前]、[概要]、[タグ] に任意の内容を記載し ❷、[分析] をク

リックします ❸。 

 

 [分析] を実行することでシーン等において設定に誤りがある場合、エラーとしてメッセージに表示されます。 

  エラーの説明等に従って、再度設定を行ってください。 

  

❶ 
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 [メッセージ] 内にエラーがなければ [共有] をクリックします ➍。 

❷ 

❸ 
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 [Web シーンの共有] ウィンドウ下部にて、シーンが正常に共有され、キャッシュが成功したメッセ

ージが表示されたら、Web シーンが ArcGIS Online 上に共有されています。 

 ArcGIS Online 上に共有されていますので、[Web シーンの管理] をクリックすることで Web シー

ンの概要ページにアクセスし、シーンを確認することができます ❺。 

 

 

 

 

 概要ページへの遷移の際に ArcGIS Online へのサイン インを要求される場合があります。 

その際は、[ArcGIS ログイン] ページより [ユーザー名] と [パスワード] を入力し、[サイン イン] をクリ 

ックしてください。 

 

 ArcGIS Online への Web シーンの共有は、クレジットを消費します。クレジット消費量の詳細について

は、以下のページをご参照ください。 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm  

ArcGIS Online に共有された Revit ファイル : 小樽橋 

❺ 

https://doc.arcgis.com/ja/arcgis-online/administer/credits.htm
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おわりに 

本書で利用したデータについて 

本書で利用した各種のデータ (Revit 、OBJ 、3DS) は、Civil User Group 、Autodesk Inc. よりデー

タを提供いただいたものです。そのため当該データの著作権については、Civil User Group、Autodesk 

Inc. に帰属します。 

 

Civil User Group (CUG) について 

土木分野における 3 次元モデル利活用の推進を行い、CIM 施策の円滑な導入に寄与することを目的

に、CIM スペシャリスト、CIM インストラクタ、CIM 上級ユーザーといった人材育成や各地方分会の

開催を通じて会員間の交流、技術向上を図っています。 

また、土木設計従事者向けに技術書等を発刊する等多様な活動を行っています。 

なお、本書の執筆にあたっては、『土木技術者のための Revit 入門 一般社団法人 Civil ユーザー会 平

成 30 年 9 月』の手順およびデータを参照いたしました。 
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